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I.ま え が き

肝臓は人体最大の実質臓器 として,脾 臓 と共に主

要な血液貯臓器であ り,又 体内血行 に重要な関係 を

もつている.そ の血行は特異で,消 化器並びに脾臓

か らの血液を集めた門脈か ら,毛 細管 を通 じ全肝臓

に分布 した後,肝 静脈か ら下大静脈に合流する.而

して中枢 神経支配下にその容積の増減に より,血 液

の抑留或は放 出を行い体内循環 に影響を与 え,一 方

には各種 調節物質の生成に より血球の増減に重大な

役割を演ず る.

即ち迷走神経支 配により血液を抑留 し,内 臓神経

支配に より血液を放出し,神 経支配を除かれた肝臓

は血行調節の機能 を失 うことは夙にBarcroft, Rein,

 Mautner-Pick, Bredow,山 口,橋 本,光 藤等の業

績に より明らか である.

血球調節神経は迷走神経及び内臓神経を介して大

部分肝臓 に分布 しているが,調 節神経の支配下 に造

られ る小宮教授 の所謂各種ポエチ ン,異 物摂取促進

物質,催 貧血性物質 の多 くが,最 も濃厚 に肝静脈血

に含 まれている ことは上野,小 森 の立証 している処

で,主 として肝臓で生成 されている ことは察せ られ

る.こ れは酸素消費 量を測定 し,肝 浸出液,血 清更

に赤血球浮遊液に血清を加 えたものの夫々につ き検

査 し,正 常家兎の肝浸出液には赤血球の酸素消費を

相乗的に増強する作用があ り,正 常家兎血清にはな

い点 より勝間田も実験的に認めた.こ の場合瀉面貧

血家兎では肝臓浸 出液の該作用は減弱し血清にその

作用 が強 くなる と述べてい る.

瀉血家兎の血清 中に造 血促進物質の存在する こと

はCarnot-Deflandreが 既に述べている.

小森,宮 村等は,朱 汁墨汁を家兎に注射 し,小 森

は鉤虫症の虫体乳剤注射の際夫々肝靜脈血清に,家

兎骨髄に血球抑留を起す ことを立証 した.

血球 の増減は,血 球生成の多少,貯 臓 血液或は循

環血液量の変化に よることが考 えられるが,中 枢 よ

り直 ちに造血組織 に作用するものではな く,ま ず腹

部臓 器,就 中肝臓及び脾臓 によつて,諸 種調節物質

が生成 され,こ れに より血球の変動が惹起 される.

既に述べ た如 く胃癌毒素の骨髄灌流試験 に際 し,

肝臓及び脾臓の関与は当然考え られ,又 その作用機

序の解明に大いに重要であるため以下の実験を行 つ

た.

II.肝 臓 の 関 与

1.実 験材料及び実験方法

胃癌浸出液 並びに家兎 については第1編 と同様で
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あ る.又 実験方法の中で,肝 臓の灌流法は,山 崎に

準 じ家兎 開腹後,右 腎 の高さで,下 空 大静脈 と門脈

が接近 して平行 に走つている部分で,門 脈 の注射,

採血を行 つた.肝 静脈の採血は,横 隔膜に近 く,肝

静脈が下空大静 脈に注いでいる部分で行つた.肝 静

脈血の採取は,右 肝葉下で下空大静脈を血管 クレン

メで挟み,数 回血液を上方に押 しや り,次 で横隔膜

下で下空大静脈を挾み両ク レンメ間に充満 した肝静

脈血を吸引 した.骨 髄灌 流法 は第1編 と同様 である.

2.実 験成績

1)胃 癌組織 液の肝臓灌流(第1表,第1図)

胃癌エ キスを正常家兎にpro kg 0.5cc門 脈内に

極めて徐 々に注 射した.細 心の注意にも拘わ らず往

々シ ョック死を遂げ,又 実験 に必要な期間 中途で死

第1表　 癌エ キス肝臓灌流

第2表　 癌エ キス門脈注射

第1図　 癌エキス門脈注射

亡す る例が多い.

結果:

赤血球数は,門 脈,肝 静脈血共にほぼ平行 して動

揺 し,特 別 の差は認められ ない.

白血球数は, No. 67で は2時 間後 に肝静脈血に一

過性 の減少をみ るが,他 は門脈,肝 静脈共に減 少の

傾 向をた どる.

即 ち胃癌 エキスは直接肝臓に作用 さしても特に顕

著 な血球の変動はみられず,特 に血球抑留或は放出

等 の有意の変動は認められない.

2)肝 静脈血清 の骨髄灌流(第3表,第2図)

正常家兎 門脈内に胃癌エキスを注射後2時 間目の

肝静脈血を採取して,血 清を分離,正 常家兎の大腿

骨栄養動脈に0.4cc注 射 した.

結果:

赤血球数は1時 間後 より栄養静脈 に於て減 少し,

 4時 間後より夫々の股動脈血に応 じ恢復す る.即 ち

No. 87は1時 間後に-61万(12.9%), No. 88は-70

万(14.0%), No. 90は-59万(12.9%)と2時 間

目を最高 として減少する.

正常 家兎の肝静 脈血清を,他 の正常家兎の骨髄に

灌 流 しても,股 動脈及 び栄養静脈の血液像に変動は

認め られない.
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第3表　 肝静脈血清骨髄灌流

第2図　 肝静脈血清骨髄灌流

No. 87

No. 88

第4表　 正常家兎肝静脈血清骨髄灌流

3.小 括

胃癌組織浸 出液を家兎 の肝臓に灌流 した場 合に,

短時間では貧 血等 血球数 の有意の変動は認め られな

い.し か し乍 ら,癌 エキス注射後2時 間 目の肝臓静

脈血を とり,血 清を分離 して他の正 常家兎の骨髄灌

流 を行 うと骨髄内赤血球 抑留を惹 起する.勿 論癌エ

キスを注射 していない家 兎肝静脈血清には斯樣 な作

用は無い.

III.脾 臓 の 関 与

1.実 験 材料及び実験方法

使用家兎及び 胃癌エキスは既に述べた もの と同 じ

である.脾 臓 の灌 流方法 は,家 兎上腹部に正中切開

を加え,脾 静脈をほぼ中央で結紮 し,胃 部へ分 岐し

ている動静脈も結紮す る.脾 動脈内への癌エ キス注

射は脾静 脈を穿刺 し鬱滞 した血液を流出さして後に

行つた.即 ち山崎氏に準 じ実験中,脾 臓 内の鬱血を

避け るため絶えず脾静 脈を穿刺 した.

採血は,脾 静脈を門脈に注 ぐ手前で結紮し,井 上

に準 じ脾動脈よ り胃部 に分岐す る動脈並に脾静 脈に

注 ぐ静脈をすべ て 「クレンメ」で挾み,胃 癌 「エキ

ス」 を脾動脈に注射 して,数 分後に 「クレンメ」を

はずし,脾 静脈に 「ガ ラス カニ ュー レ」を 挿入し

て,胃 及 び脾 静 脈 よ り流 出滴 下す る血液を 「エ キ

ス」注 射後1時 間絶えず 血液を体外 に排除後,再 び

胃部に至 る動静 脈を 「クレメン」で挾 み 「カニ ュー

レ」か ら滴下す る脾臓血のみを,注 射後1時 間か ら

2時 間 目まで採血 して血清を分離した.
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2.実 験 成 績

1)胃 癌組織液の脾臓灌流(第5表,第3図)

前述の胃癌エキスを正常家 兎 の脾動脈にpro kg

 0.5cc宛,極 く徐々に注入 し脾静脈血を検 した.

結果:

赤血球,白 血球共に正常動揺範囲に とどまる.

第5表　 癌エキス脾臓灌流

第3図　 癌エ キス脾動脈注射

即 ち, No. 103で は2時 間後に,脾 静脈で-28万

(4.8%), No. 105では-24万(2.4%)に す ぎず,

白血球においても,有 意の変動は全 くみ られない.

2)脾 静 脈血清の骨髄灌流(第6表,第4図)

脾動脈 より胃癌エ キスを家兎pro kg 0.5ccの 割

合 で注射 した後,約2時 間目を中心に して前述の よ

うに採取 した血液か ら血清を分離 して,他 の正常家

兎 の骨髄灌流を行つた.

結果:

栄養静脈血において, No. 113は1時 間後に-46

第6表　 脾静脈血清骨髄灌流

第4図　 脾静脈血清骨髄灌流

万(6.9%)減 少 し, No. 114は2時 間 後に-51万

(10.4%)の 減少をみ る.白 血球 数 には有意の変動

は認めない.

正常家兎 の脾静 脈血清を他 の正常家兎 の骨髄に灌

流 しても,股 動脈及び栄養静 脈の血液像 に変動は認

め られない(第7表).

3.小 括

胃癌 エキスを家兎の脾臓 に灌流 す るに,短 時間で

は血球 数の変動は認め られない,し かし癌エ キス注

射後1時 間か ら2時 間後 までの間採血した脾静脈血

血清を他 の正常家兎 の骨髄 に灌流す ると約1～2時

間後に赤血球の抑留を認める.正 常家兎 脾静脈の血

清 には斯樣 な変動は全 くみ られない.
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第7表　 正常家兎脾靜脈血清灌流

IV.総 括 と 考 按

癌毒 素が骨髄に作用す る際,特 に所 謂骨髄内血球

抑留作用 の発生に,肝 臓及び脾臓が重要な役割を演

ず ることは容易に肯 ん じられ ることである.こ の作

用機構を解明す るため行 つた家兎肝臓 並びに脾臓灌

流試験の結果を まとめ ると次 の如 くであ る.

胃癌エキスに よる肝臓灌流 では,門 脈血 と肝静脈

血の両者間 に有 意の血球数量の変動は全 く認められ

ない.

しか し癌エ キス門脈内注射後 の肝靜脈血 より採取

した血清は,他 の正常家兎大腿骨 々髄にスペ レを惹

起す る.即 ち血清灌流後に1～2時 間値の栄養静脈

血赤血球数は, 12.9～14.0%の 著明 な減少を示す.

一方脾臓灌流 の場合にも甚だ極似 し,癌 エキス灌流

に際 して,脾 動 脈血 と脾静脈 血は殆ん ど平行に動揺

し,経 過時間 中に両者間に著 しい差異は全 く認め ら

れない,し か し乍 ら癌エキス注射後の脾静 脈血清を

以て,他 の正常家兎の骨髄灌 流を行 うと, 1～2時

間後に於て6.9～10.4%の 減少をみ る.も とより正

常家兎の肝静脈血,脾 静脈血の血清は斯樣な作用は

全然認め ることは出来 ない.

これを按ず るに,肝 臓内に於て癌毒素の影響によ

り所謂骨髄内 スペ レを惹起す る催貧血性物質が生成

され ることを如実に物 語つている.

又一方,脾 臓に於ても程度の差は あるが,催 貧血

作用を発現 する事実 より,該 物質が生成 され癌性 貧

血の発生に一役を演ずるものと考 え られ る.

因みに諸種貧血の発生に際 してその生成機転に関

する諸家の業績を要点のみ略述す ると,上 野は墨汁

注 射貧血は,そ の家兎の肝静脈血々清中に存在す る

催貧 血性物質の発生に起因するとし,該 血清の骨髄

灌流 により栄養静 脈に赤血球減少を認めた.小 森は

十二指 腸虫乳剤で実験 し,生 成 された催貧血性物質

は肝静 脈血に多量であり,脾 臓に乳剤を注入 した後

の脾靜脈血々清が他 の家兎の骨髄灌流に際 し栄養静

脈に貧血の起 ることを認めている.又 竹下は朱汁注

射について述べているが,何 れも内臓神経支配下に

血清中に骨髄内赤血球抑留を来す物質の生成を認め

ている.

その他,脾 臓に関しては多少の異論を唱えるもの

もあ り,又 一方肝,脾 臓 自体の血球抑留或は放出を

唱 えるものもある.

前記,上 野は貧 血発生は肝臓 のみで脾臓は無関係

といい,武 藤,高 橋は脾臓を重視し,小 森,宮 村は

催貧血性物質は肝臓に大量に,脾 臓 にては少量,し

か も各独立に産生 され,骨 髄のみならず肝,脾 臓 も

赤血球を抑留するとい う.

これを要するに催貧血性物質の主要生産地が肝臓

であることは異論はない.

従来全 く触れ られていなかつた癌毒素に よる骨髄

内赤血球抑留の発生機転は,肝 臓が主として催貧血

性物質を生産し,脾 臓も同樣の傾向を有 し,骨 髄 ス

ベ レを発生するに至つた機転を解明 したもの と考 え

る.

V.む す び

癌毒素 の骨髄 に対す る作用,特 に赤血球 の抑留を

惹 起するに至るには,肝 臓 が主 として催貧血清性物

質を生産 し,脾 臓 も同樣の傾 向のあることを立証 し

た.

(文献は第3編 末尾に記載 した)
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Influence of Cancer Toxin on the Bone Marrow

Part II

Experimental Study on Participation of the Liver and the Spleen

 to Action of Cancer Toxin

By

Taro SHIOMI, M. D.

from the II Surgical Dept., Okayama University Medical School
(Director: Prof. Seiji TSUDA, M. D.)

It has been confirmed by many authorities that the liver and spleen play an important 
role on production of anemic-factor in development of anemia by various agents. However, 
no studies are found regarding cancer toxin.

To disclose the anemia-producing action of cancer toxin an experiment irrigating the liver 
and spleen by extract of cancerous tissue obtained from stomach cancer has been performed. 

No significant fluctuations between the blood pictures of portal and hepatic veins following 

irrigation of cancer extract into the portal vein of rabbit is noticeable.
Serum of hepatic venous blood obtained during lirer irrigation by cancer extract produces 

decrase of red cells (12.9%-14%) in nutritional vein by one to two hours irrigation into 
femur marrow of normal rabbit. The same result is obtained in the case of spleen irrigation, 

too.
It will be believed, after all, that the liver and the spleen form anemia-producing 

substances by influence of cancer toxin and they play significant roles on develo-pment of 

anemia in cancer patients.


